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平成２４年８月 全国百貨店売上高概況 

平成２４年９月２０日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４,１９５億円余 

２．前年同月比     －１.０％（店舗数調整後／４か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ８６社 ２４９店 （平成２４年７月対比±０店） 

４．総店舗面積     ６,２８０,２８８㎡ （前年同月比：－１.７％） 

５．総従業員数     ８４,７８６人 （前年同月比：－５.１％） 

６．３か月移動平均値   1-3 月 ４.０％、2-4 月 ５.１％、3-5 月 ４.７％、 

             4-6 月 －０.３％、5-7 月 －１.９％、6-8 月 －２.０％ 

 

  ［参考］平成 23 年 8 月の売上高増減率は－１.７％（店舗数調整後） 

 

【８月売上の特徴】 

４か月連続の前年同月比マイナスだが、減少率は僅か（－１.０％）でほぼ前年並みに推移した。 

８月は月間を通して続いた全国的な猛暑の影響から、季節を先取りした秋物商材の動きは

弱かったものの、夏物需要が高まった衣料品（＋０.２％）やＵＶ対策が背景にある化粧品（＋１.４％）

を中心に、帽子・サングラス・日傘等の雑貨を含む盛夏商材は活発な動きを見せた。一方、

好調に推移してきた高級時計や宝飾品等の高額商材（美･宝･貴：－２.５％）が、前年に大きく伸びた

反動でマイナスとなったほか、例年以上に各店の改装工事による一部売場閉鎖が多かったこ

となどもあって、最終的には前年実績を若干割り込む結果となった。 

   その他当月の特徴的な動向としては、夏までに主力店の改装が完了している名古屋地区（＋

１.９％）と神戸地区（＋１.０％）が前年実績をクリアしたこと、昨年復興需要で大きく伸びた東北

（－３.５％）・仙台（－３.８％）地区が４か月連続で前年を下回ったこと、回復傾向にある訪日外国

人は売上・客数共に約４割増（売上高：＋４１.７％、購買客数：＋４０.２％）と前月を上回る伸びを示して

いること、などが報告されている。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「８月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 太平洋高気圧の勢力が日本の東海上で強く､本州付近に張り出したため、全国的に月平均気温が高く､所々で猛

暑日となる状態が続いた。また､東日本を中心に晴れの日が多く､降水量が少なかった。 

(2) 営業日数増減    ３０.６日（前年同月比±０.０日） 

  (3) 土･日･祝日の合計     ８日（    〃  ±０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１２８店舗） 

     ①増加した：３４店、②変化なし：３３店、③減少した：６１店 

  (5) ８月歳時記（旧暦お盆、夏休み、夏祭り）の売上（同上／有効回答数１０２店舗） 

     ①増加した：２３店、②変化なし：５３店、③減少した：２６店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値／有効回答数１７０店舗） 

     ①増加する：２８店、②変化なし：８８店、③減少する：１１店、④不明：４３店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 419 ,519 ,744 100 .0 -1 .0 (  -1 .5 )

10都市 274 ,240 ,866 65 .4 -0 .6 (  -0 .9 )

札幌 10,967,337 2.6 -1 .3

仙台 5,945,891 1.4 -3 .8

東京 99,527,099 23.7 0 .2 (  0 .1 )

横浜 24,303,308 5.8 -1 .8

名古屋 24,189,935 5.8 1 .9

京都 17,084,713 4.1 -1 .6

大阪 55,796,930 13.3 -1 .9

神戸 11,804,740 2.8 1 .0 (  -3 .9 )

広島 10,322,054 2.5 -2 .9

福岡 14,298,859 3.4 -0 .1

10都市以外の地区 145 ,278 ,878 34 .6 -1 .7 (  -2 .7 )

北海道 2,394,913 0.6 -0 .9

東北 7,650,768 1.8 -3 .5

関東 67,125,794 16.0 -1 .6 (  -3 .7 )

中部 11,313,085 2.7 -3 .1

近畿 15,280,838 3.6 -1 .1

中国 10,634,450 2.5 -1 .7

四国 7,461,042 1.8 -2 .1

九州 23,417,988 5.6 -1 .1

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 419 ,519 ,744 100 .0 -1 .0 (  -1 .5 )

紳士服・洋品 21,134,851 5.0 0.2 (  1.5)

婦人服・洋品 83,877,860 20.0 0.5 (  -0.1)

子供服・洋品 8,473,819 2.0 -0.1 (  -2.1)

その他衣料品 11,095,296 2.6 -1.3 (  -1.7)

衣　　料　　品 124 ,581 ,826 29 .7 0 .2 (  -0 .1 )

身のまわり品 52 ,235 ,772 12 .5 -0 .9 (  -1 .7 )

化粧品 25,310,670 6.0 1.4 (  1.0)

美術・宝飾・貴金属 19,404,000 4.6 -2.5 (  -2.9)

その他雑貨 17,830,374 4.3 -5.9 (  -6.0)

雑　　　　　　貨 62 ,545 ,044 14 .9 -2 .0 (  -2 .3 )

家　　具 6,015,950 1.4 -5.8 (  -6.0)

家　　電 1,268,631 0.3 3.8 (  3.7)

その他家庭用品 14,546,595 3.5 -2.4 (  -3.2)

家　庭　　用　品 21 ,831 ,176 5 .2 -3 .0 (  -3 .6 )

生　鮮　食　品 27,038,600 6.4 -2.4 (  -3.1)

　菓　　子　 37,119,319 8.8 0.3 (  -0.3)

　惣　　菜　 28,394,196 6.8 1.3 (  0.7)

その他食料品 34,993,238 8.3 -4.5 (  -5.0)

食　　　料　　　品 127 ,545 ,353 30 .4 -1 .4 (  -2 .0 )

食　堂　　喫　茶 16 ,483 ,615 3 .9 0 .1 (  -0 .3 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,302 ,207 1 .3 0 .8 (  0 .2 )

そ　　の　　他 8 ,994 ,751 2 .1 -3 .5 (  -4 .1 )

商　　　品　　　券 12,520,370 3.0 -8.7 (  -9.2)
注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2012年08月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高
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Ⅱ．地区別の動き  

 

  １．１０都市売上動向        －０.６％（店舗数調整後／４か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向   －１.７％（   〃   ／５か月連続マイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －０.６ －０.４ ４か月連続マイナス 

札 幌 －１.３ ０.０ ５か月連続マイナス                                                                          

仙 台 －３.８ －０.１ ４か月連続マイナス 

東 京 ０.２ ０.０ ３か月ぶりプラス 

横 浜 －１.８ －０.１ ４か月連続マイナス 

名古屋 １.９ ０.１ ２か月ぶりプラス 

京 都 －１.６ －０.１ ２か月連続マイナス 

大 阪 －１.９ －０.２ ５か月連続マイナス 

神 戸 １.０ ０.０ ２か月ぶりプラス 

広 島 －２.９ －０.１ ５か月連続マイナス 

福 岡 －０.１ ０.０ ２か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －１.７ －０.６ ５か月連続マイナス 

北海道 －０.９ ０.０ ５か月連続マイナス＊ 

東 北 －３.５ －０.１ ４か月連続マイナス＊  

関 東 －１.６   －０.３ ５か月連続マイナス 

中 部 －３.１ －０.１ ５か月連続マイナス 

近 畿 －１.１ ０.０ ５か月連続マイナス 

中 国 －１.７ ０.０ ５か月連続マイナス＊ 

四 国 －２.１ ０.０ ２か月連続マイナス 

九 州 －１.１ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 

から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

   主要５品目では、衣料品が４か月ぶりのプラス。マイナスは身のまわり品、雑貨、家庭用 

品、食料品。紳士服・洋品、婦人服・洋品が４か月ぶり、化粧品、菓子が２か月ぶりのプ 

ラス、家電が７か月連続、惣菜が３か月連続のプラスとなった。 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －１.０ ― ４か月連続マイナス 

紳士服・洋品 ０.２  ０.０ ４か月ぶりプラス 

婦人服・洋品 ０.５  ０.１ ４か月ぶりプラス 

子供服・洋品 －０.１  ０.０ ５か月連続マイナス 

その他衣料品 －１.３  ０.０ ５か月連続マイナス 

衣料品 ０.２  ０.１ ４か月ぶりプラス 

身のまわり品 －０.９ －０.１ ４か月連続マイナス 

化粧品 １.４  ０.１ ２か月ぶりプラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －２.５ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －５.９ －０.３ ５か月連続マイナス＊ 

雑貨 －２.０ －０.３ ２か月連続マイナス 

家具 －５.８ －０.１ ２か月連続マイナス 

家電 ３.８  ０.０ ７か月連続プラス 

その他家庭用品 －２.４ －０.１ ５か月連続マイナス 

家庭用品 －３.０ －０.２ ４か月連続マイナス 

生鮮食品 －２.４ －０.２ ５か月連続マイナス＊ 

菓子 ０.３  ０.０ ２か月ぶりプラス＊ 

惣菜 １.３  ０.１ ３か月連続プラス＊ 

その他食料品 －４.５ －０.４ ３か月連続マイナス＊ 

食料品 －１.４ －０.４ ５か月連続マイナス 

食堂喫茶 ０.１  ０.０ ４か月ぶりプラス 

サービス ０.８  ０.０ ３か月連続プラス 

その他 －３.５ －０.１ ４か月連続マイナス 

商品券 －８.７ －０.３ １８か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 

 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・佐藤・西田まで 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

